
 
 

 

 
 
 

  

糸島でみつける、農業体験 

主催 糸島農業産学官連携推進協議会 (通称 アグリコラボいとしま) 

糸島の海・山・川に囲まれた豊かな自然を舞台に、地域で行われている多様な農業体験の魅力や、
実際の体験から得られる“リアルな学び”を紹介します。あわせて、農業体験を実施する団体同士の
情報交換の場としても開催します。 

自然の中での学びに関心のある方や、農業体験の取り組みを知りたい方など、どなたでもご参加
いただけます。皆様のご参加をお待ちしています。 
 

事前申込必要（5 月 14 日(木)まで） 
 

 

申込方法 ： ＱＲコードを読み取り、アカウント登録後お申込み下さい。 
すでにアカウント登録をされている方は、ログイン後参加申込み下さい。 

ＱＲコードをお使いいただけない場合は、下記連絡先まで、氏名・連絡先（TEL・FAX・メールアドレス）を 

お知らせ下さい。ＦＡＸでお申し込みいただく場合は裏面の「参加申込書」をご利用下さい。 

アグリコラボいとしま事務局 
TEL：092-802-4700 FAX：092-802-4541  E-mail：ito-office@agr.kyushu-u.ac.jp 

参加・申込方法 

 
糸島市の中山間地で農家が耕作できなくなった棚田を 42 枚（約 3.5ha）預かり、
170 世帯のサポーターと共に米作りを主体とした会員制の農業を始めて 23 年目。
「田んぼの縁」でまちとむらをつなぎ、農業が大切にされる時代づくりにチャレンジ
する取組みを紹介します。 

  1. きちゃんなっせい・糸島王丸農園 ＪＡ糸島 青年部 谷口 汰一 氏 

 2. 糸島赤米コメ道場 アグリコラボいとしま会長 吉住 公洋 氏 

コーディネーター ： 上西 良廣 氏（九州大学大学院農学研究院 助教） 

パネリスト ： 川口 進 氏 （井原山田縁プロジェクト代表）  

                谷口 汰一 氏（ＪＡ糸島 青年部） 

                吉住 公洋 氏（水稲生産農家・アグリコラボいとしま会長） 

 

第 1 部 講演 

第 2 部 農業体験ミニ紹介 

第 3 部 パネルディスカッション  
 

参加方法 ： 現地会場（80 名程度） 
   

井原山田縁プロジェクト代表 川口 進 氏 

 

お申し込みはこちら 

 アグリコラボいとしま講演会  糸島市役所庁舎１階の市民ホールで開催します！ 

～あなたの暮らしの中に を～

「あなたも一緒に『耕す消費者』になりませんか？」 

 

アカウント登録後、イベント詳細よりお申

込下さい。（ご登録いただきますと次回

から参加申込みが簡単にできます。） 

アグリコラボいとしま HP 



  

 

 

アグリコラボいとしま講演会 
 

糸島でみつける、農業体験 ～あなたの暮らしの中に農業を～ 
 

13:00 開会あいさつ 

13:05 第 1 部 講演 『あなたも一緒に『耕す消費者』になりませんか？』 

井原山田縁プロジェクト代表 川口 進 氏 

14:05 休憩（5 分） 

14:10 第 2 部 農業体験のミニ紹介  

1.きちゃんなっせい・糸島王丸農園  ＪＡ糸島 青年部 谷口 汰一 氏 

2.糸島赤米コメ道場  アグリコラボいとしま会長 吉住 公洋 氏 

14:50 休憩（10 分） 

15:00 第 3 部 パネルディスカッション 

コーディネーター ： 上西 良廣 氏（九州大学大学院農学研究院 助教） 

パネリスト ： 川口 進 氏（井原山田縁プロジェクト代表） 

                      谷口 汰一 氏（ＪＡ糸島 青年部） 

                      吉住 公洋 氏（水稲生産農家・アグリコラボいとしま会長） 

16:00 閉会あいさつ 

 

 

 

 

 
ふりがな  

氏 名 
 

連 絡 先 

TEL：                     FAX： 

E-mail： 

備考 

 

※ご記入いただきました個人情報は、このイベントに関わる目的のみに使用し、他の目的には使用いたしません。 

 

 
 

 

参加申込書（お申込み期限：5 月 14 日（木）） 
 

ＦＡＸ送付先：092-802-4541 

 

 

プログラム 
 

 

糸島農業産学官連携推進協議会は、平成２２年３月設立以来、「農業生産に係る研究及び生産現場のニー

ズについて」 講演会やワークショップを開催、農産物の鮮度保持やブランド化、情報通信技術の活用、家

畜伝染病、市場開拓、地産地消、スマート農業、土づくり、鳥獣害対策など、糸島農業の現場の課題に産学

官連携のなかで取り組んできました。地域に根ざした持続可能なこれからの農業を、「まちづくり」の視点

から考えます。どなたでもご参加いただけますので、皆様のご参加をお待ちしております。 


